
海上保安庁について

任務

海の警察、消防の両方を兼ね備えた機関
多種多様な業務が存在 ⇒職員それぞれが活躍出来る業務が存在

海上保安庁

全国１１ブロック（管区）
管区本部には、

海上保安部、航空基地等の事務所を配置

海以外での様々な業務

組織・職員等について

自然災害への支援音楽隊による広報活動

灯台建築・補修

船舶への情報提供

総務部門における事務 海難防止講習会

職員数：約14,700人
装 備：巡視船艇等 475隻

航空機 97機（令和6年4月1日） 海上保安庁
イメージキャラクター”うみまる”

本庁

管区海上保安本部
（第一 ～ 十一管区）

教育機関

海上保安大学校

海上保安学校

保安部/航空基地等



採用後の業務イメージ

総務部…総務、広報、福利厚生、人事、情報通信等

経理補給部…経理、会計、国有財産・物品の管理、施設の整備等

船舶技術部…船舶・航空機の造修及び維持

採用後の配属部署（一例）

給与・手当

給与は“一般職の職員の給与に関する法律”及び”人事院規則”で規定
※採用前までの経歴に応じて俸給を決定します

給与のほか、次のような諸手当が支給（一例）

・扶養手当、住居手当、通勤手当
・期末手当・勤勉手当…1年間に２回（６月、１２月）

休日・休暇

勤務時間…1日７時間45分 休日…土、日曜日及び祝日等
有給休暇…年間（１月～１２月）20日

※採用日によって、採用年における年次休暇の日数は異なる
特別休暇

夏季休暇(3日), 結婚休暇(5日), 育児参加(5日), 産前/産後休暇, 忌引等

その他、病気休暇、介護休暇等

仕事と家庭生活の両立支援制度として育児休業制度等あり

海上保安庁
イメージキャラクター“うーみん”

交通部…航路標識の運用、船舶交通の安全、航路標識の建設等


